
様式Ｆ-１９ 
 

 

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）研究成果報告書 

 
平成２５年 ６月 ５日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

1. HSCT 後の晩期合併症の頻度・リスク因子の検討および、推奨スクリーニング項目と推奨ス
クリーニング時期の確立 欧米からの提案（Rizzo et al. Biol Blood Marrow Transplant. 

2006;12:138-51.）の改訂プロジェクトに亜代表として参加した。改訂版は 2012 年 3 月に Bone 

Marrow Transplantation 誌および Biology of Blood and Marrow Transplantation 誌に同時掲
載された。これに基づいた造血幹細胞移植後長期生存者におけるスクリーニングプランを作成
し、スクリーニングデータを収集する調査研究計画書および調査票を作成し、研究を開始した。 

2. 慢性 GVHD 患者における詳細な臓器別重症度と QOL、治療反応性、予後との関係 

慢性 GVHD 全身治療開始時、および評価時、治療変更時において、詳細に臓器別重症度を評
価するための調査票を作成し、パイロット調査による調査時間の検討などを行った。 

3. HSCT 後長期生存患者における晩期死亡と死因の解析 

HSCT 後長期生存患者における晩期全死亡および各死因に関して、日本一般人口に比べたリス
クを詳細に解析することにより、晩期死亡の実態を明らかとすることを目的とした研究である。
日本造血細胞移植学会が実施する全国調査データを用いて実施した。データ利用に関しては、
造血細胞移植登録一元管理委員会の承認を得た上で、名古屋大学の倫理 

審査も経た。死因情報の中央データクリーニングを実施した上で、晩期死亡率、日本人一般人
口と比較した死因分類ごとの standard mortality ratio の算出を全死亡において、また個々の
死因において実施し、日本造血細胞移植学会および米国の移植学会である BMT Tandem 

Meetings 2013 のいずれも口演に採択された。 
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１．研究開始当初の背景 

1970 年代に本邦において始まった造血幹細
胞移植（HSCT）は、血液悪性疾患を中心と
した各種疾患の根治療法として広く施行さ
れるようになり、近年では年間約 4,000 件（自
家移植約 1,500 件、同種移植約 2,500 件）行
われている。このうち、約 50％-60％が移植

後 2年以上生存する長期生存者と概算するこ
とができるがその場合、長期生存者は年々約
2,000 例増え続けているのが現状である。そ
のため、移植後の晩期合併症が注目されてい
る。慢性 graft-versus host disease (GVHD)

はその中でも生存・quality of life (QOL)に影
響を与える重要な合併症である。 
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２．研究の目的 

造血幹細胞移植（HSCT）後長期生存者にお
ける晩期合併症の効果的なスクリーニング
方法の確立および晩期合併症として重要度
の 高 い 慢 性  graft-versus host disease 

(GVHD)に関して、臓器障害の詳細な検討、
予後因子および quality of life (QOL)に与え
る影響の検討を行うことを研究の目的とす
る。 

本邦における HSCT 後患者、主に長期生存例
を対象として、以下の項目を明らかとするた
めの、研究活動を実施する。 

1. HSCT 後の晩期合併症の頻度・リスク因子
の検討および、推奨スクリーニング項目と推
奨スクリーニング時期の確立 

2. 慢性 GVHD 患者における詳細な臓器別重
症度と QOL、治療反応性、予後との関係 

3. HSCT 後長期生存患者における晩期死亡
と死因の解析 

 

３．研究の方法 

1. HSCT 後の晩期合併症の頻度・リスク因子
の検討および、推奨スクリーニング項目と推
奨スクリーニング時期の確立 

欧米からの提案（Rizzo et al. Biol Blood 

Marrow Transplant. 2006;12:138-51.）の改
訂プロジェクトに亜代表として参加した。欧
米亜ガイドラインに基づくスクリーニング
項目を踏まえた前向きスクリーニングプロ
トコールを作成する。 

2. 慢性 GVHD 患者における詳細な臓器別重
症度と QOL、治療反応性、予後との関係 

慢性GVHD全身治療開始時、および評価時、
治療変更時において、詳細に臓器別重症度を
評価するための調査票を NIH criteria に基
づき作成し、パイロット調査を実施した。 

3. HSCT 後長期生存患者における晩期死亡
と死因の解析 
日本造血細胞移植学会が実施する全国調査
データを用いて実施した。データ利用に関し
ては、造血細胞移植登録一元管理委員会の承
認を得た上で、名古屋大学の倫理審査も経た。
死因情報の中央データクリーニングを実施
した上で、晩期死亡率、日本人一般人口と比
較した死因分類ごとの standard mortality 

ratio の算出を全死亡において、また個々の死
因において実施した。 
 
４．研究成果 
1. HSCT 後の晩期合併症の頻度・リスク因子
の検討および、推奨スクリーニング項目と推
奨スクリーニング時期の確立 

欧米からの提案（Rizzo et al. Biol Blood 

Marrow Transplant. 2006;12:138-51.）の改
訂プロジェクトに亜代表として参加し、欧、
北米、南米、中近東、および亜が参加した改
訂版は 2012 年 3 月に Bone Marrow 

Transplantation 誌および Biology of Blood 

and Marrow Transplantation 誌に同時掲載
された。これに基づいた造血幹細胞移植後長
期生存者におけるスクリーニングプランを
作成し、スクリーニングデータを収集する調
査研究計画書および調査票を作成し、研究を
開始した。 

2. 慢性 GVHD 患者における詳細な臓器別重
症度と QOL、治療反応性、予後との関係 

慢性GVHD全身治療開始時、および評価時、
治療変更時において、詳細に臓器別重症度を
評価するための調査票を NIH criteria に基
づき作成し、パイロット調査による調査時間
の検討などを行った。 

3. HSCT 後長期生存患者における晩期死亡
と死因の解析 
HSCT 後長期生存患者における晩期全死亡
および各死因に関して、日本一般人口に比べ
たリスクを詳細に解析することにより、晩期
死亡の実態を明らかとすることを目的とし
た研究である。 

死因情報の中央データクリーニングを実施
した上で、晩期死亡率、日本人一般人口と比
較した死因分類ごとの standard mortality 

ratio の算出を全死亡において、また個々の死
因において実施し、日本造血細胞移植学会お
よび米国の移植学会である BMT Tandem 

Meetings 2013 のいずれも口演に採択された。 

結果の概要は以下のとおりである。対象は同
種移植後 2 年以上非再発生存した 10,512 例
とした。この対象における移植後 10 年およ
び 15 年の生存率は 86%, 82%であった。日本
人一般人口に比べた際に、全死亡率は
observed/expected [O/E]15.1 倍 （ 95 ％ 

confidence interval [CI], 14.3-16.0）と有意
に高かった。死因別には、感染 (O/E=89.8, 

95%CI, 77.4-100.7), 新 規 悪 性 腫 瘍 

(O/E=3.2, 95%CI, 2.6-4.0), 心 血 管 

(O/E=2.3, 95%CI, 1.5-3.5), 呼 吸 器 

(O/E=150.9, 95%CI, 131.1-172.5), 消化管 

(O/E=4.2, 95%CI, 1.4-9.7), 肝臓 (O/E=10.5, 

95%CI, 7.4-14.8), 腎・泌尿器  (O/E=23.6, 

95%CI, 13.1-37.1), and 外因死  (O/E=2.5, 

95%CI, 1.5-3.8)で多く認められた。 
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